
 

 

 

 

 

 

 

本年 4月、当会は設立 10周年を

迎え、7月には『奈良まほろばソム

リエの会 10周年記念誌』を刊行し

ました。コロナ禍のため記念イベ

ントは行わず、春日大社でご祈祷

（神恩感謝）を受け、10周年を迎

えられたことを神前に奉告いた

しました。 （専務理事 鉄田憲男） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『奈良万葉の旅百首』を刊行  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本年 2 月 28 日（日）、当会は 4

冊目の著作となる『奈良万葉の旅

百首』（税込み 1,100 円）を京阪奈

情報教育出版から刊行し、3 月 1

日（月）には奈良県文化・教育記

者クラブで公表いたしました。 

読者からは「こんなにたくさんの

歌が地元で詠まれているとは知

らなかった」「コロナ禍のなか近場

の万葉集ゆかり地を歩いて訪ねた

い」という声をいただいています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 9回総会を書面開催に 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 13日(日)、当会は「第 9回

通常総会」をきらっ都・奈良

(BONCHI)4 階の会議室で開催し

ました。コロナ禍のなか、昨年に

引き続き、今年も書面開催(書面に

よる議決)となりました。第 1号議

案(令和 2年度事業報告書・計算書

類の承認)、第 2号議案(3年度事業

計画書案・活動予算書案の承認)と

も、原案通り承認されました。 
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設立 10 周年を記念し、記念誌と万葉本を刊行！ 

 
本書編集委員の皆さん（2/22） 

 
総会は最少人数で開催（6/13） 
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記念誌の当会紹介ページ（P4～5） 

 
春日大社御祈祷所前で（4/24） 

 
 



『神仙境吉野の謎に迫る』を刊行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当会会員 10人からなる「古代吉

野を見直す会」と松田度
わたる

さん（大

淀町学芸員）は昨年10月31日（土）、

京阪奈情報教育出版から『神仙境

吉野の謎に迫る～壬申の乱と修験

道の誕生～』（税込み 990円）を刊

行しました。これを記念して本年 2

月 14 日（日）には、「研究発表会」

を南都商事セミナールームで開催

しました。第 1 部では同会メン

バーによる発表、第 2 部では松田

氏による「修験道以前の吉野と山

の信仰」と題する講演が行われま

した。同日には本書の即売会も行

われ、多くの会員に本書をお買い

求めいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当会会員が続々とテレビ出演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 11 日（火）、関西テレビ「よ

～いドン！」の「となりの人間国

宝さん」のコーナーに、ツバキ園

「椿
ちん

寿
じゅ

庵
あん

」を営む戸尾知子（通称

＝早希）さんが出演され見事、人

間国宝さんに認定されました。 

6 月 10 日（木）には NHK総合テ

レビの「あさイチ」に友松洋之子

さんが出演され、奈良の鹿を語り

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安養寺と不空院で定点ガイド 

 今年も県観光プロモーション

課を通じて依頼があり、安養寺

（3/13～23）と不空院（4/25～5/9）

で定点ガイドを行いました。皆さ

んの丁寧なガイドぶりに、お客さ

まからご好評をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同通信社の冊子で紹介 

本年 3 月『まちづくりチャレン

ジ 550～地域再生大賞の 10 年』

という冊子が発刊され、「第 7 回

地域再生大賞」で優秀賞を受賞し

た当会の活動が紹介されました。 

 

桜井市のちょっといい話 

「かるたで知る 

なら」の原稿を 

書くため井寺池 

に出かけた時の 

こと。ナビを檜 

原神社にセッ

トしましたがたどり着けず、行っ

たり来たり。すると農作業中の男

性が声をかけて下さり、仕事の手

を止めて軽トラで案内して下さ

いました。途中「箸中の野口さん」

（野神祭）の説明もうかがいまし

た。おかげで無事、川端康成の歌

碑を見ることができました。私は

静岡在住ですが、奈良には優しい

人が多いと感じます。今回も素適

な出会いの旅となりました。 

（森屋美穂子） 

原稿募集 tetsuda.n@gmail.comへ 

 
不空院でのガイドの様子（5/2） 
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戸尾さんが認定されたシーン 

 
椿寿庵に咲くツバキ 

 
友松洋之子さん 

 
松田度さん（前列中央）と「古代吉野を見直す会」メンバーの皆さん 

 



 

万葉びとの知性（２） 

■万葉びとは有名な中国の書家名

を知っていた 

中国の東晋時代（4 世紀）のすぐ

れた書家（手師ともいう）の王
おう

羲
ぎ

之
し

の名前を知っており、＜義之＞ を 

＜てし＞と読んだ義訓字を使って

いました。 

余
よの

明軍
みょうぐん

の歌に、「標
しめ

結
ゆ

ひて わが

定
さだ

めてし 住吉
すみのえ

の 浜の小松
こ ま つ

は 後
のち

も

わが松」（巻 3-394）がありますが、

原文は「印結而 我定義之 住吉乃 

濱乃小松者 後毛吾松」と表記され

ています。 

 2 句目の「･･･てし」は、原文で

は「･･･義之」となっています。「義

之」がなぜ「てし」と訓読できるの

か。読み方に諸説ありましたが、本

居宣長が『万葉集玉の小琴』の中で

解明しています。①「義(之)」は「羲

(之)」の誤りで、②「羲之」は、か

ら国の「王羲之」という人のこと。

③「王羲之」は書で名高い人で、④

この人の手跡を賞する故に、手師(て

し)の意にて書る也とし、⑤「義之」

は「てし」と読むと解明しました。 

■万葉びとは陰陽五行思想の知識

があった 

 中国の春秋戦国時代ごろに発生

した陰陽思想（あらゆる事物を陰と

陽の二つに分類）と五行思想（万物

は木･火･土･金･水の5種類からなる）

が結びついて生まれた陰陽五行思

想が、仏教・儒教と時期を同じくし

て6世紀初めに日本に伝わりました。 

 

 

 

 

 

キトラ古墳の東壁に青龍、南壁に朱

雀、西壁に白虎、北壁には玄武と

いった四神図が描かれていたのも

陰陽五行思想に基づくものです。 

万葉歌にも陰陽五行思想の知識

に基づく義訓が使われています。 

(1)五行の「金」は季節では「秋」 

 

 

 

 

(2)色の「白」も季節では「秋」 

 

 

 

(3)五行の「金」は方位では「西」。 

 

 

 

 

万葉びとの生活には中国の影響が

ありました。   （米谷 潔） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

會津八一の自筆歌碑は奈良県内

に 21 基あり、奈良市の 14 基の次

に多いのが斑鳩町の 6 基です。そ

のうち、公の施設の中にある 2 基

を紹介します。 

◎法隆寺 i センター「御遠忌近き

頃法隆寺村にいたりて」 

うまやどの みこのまつりも 

ちかづきぬ まつみどりなる 

いかるがのさと 

厩戸皇子のお祭りも近 

づいた。松の緑うるは 

しいこの斑鳩の村に。 

 今年(令和 3 年)は聖 

徳太子 1400 年御遠忌 

として様々な行事が計 

画されていますが、こ 

の歌は 1300 年御遠忌

に際して詠まれました。国道 25 号

線から南大門に向かって松並木の参

道が続き、歌碑はその近くに 2012 

(平成 24)年 9 月に建てられました。

庵治石で、石工は左野勝司氏です。 

 歌碑を見た後で松並木を歩くと、

より聖徳太子を身近に感じることが

できます。  

◎上宮遺跡公園｢法隆寺村にやどりて」 

いかるがの さとのをとめは 

よもすがら きぬはたおれり 

あきちかみかも 

斑鳩の村の少女は夜の更けるまで機

を織つているが、そのわびしい音を

きくにつけ、秋の近づいたことが感

じられる。 

 この歌は 1908(明治 41)年に「かせ

や」で詠まれたものですが、1905 

(明治 38)年に「大黒屋」に泊まった高

浜虚子も、『斑鳩物語』で夜半に聞こ

えてくる機織りの音に触れています。 

 庵治石の歌碑は 1992(平成 4)年 11

月に建てられましたが、別人の書によ

る八一の歌でした。法隆寺 i センター

の歌碑と同時期の2012(平成24)年11

月、八一の書による縦 33cm・横 31cm

の石板に入れ換えられました。石工

は、同じ左野勝司氏です。（池内 力） 
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シリーズ「万葉集」 

 

五行 木 火 金 水 土 

季節 春 夏 秋 冬 土用 

方位 東 南 西 北 中央 

色 青 赤(朱) 白 黒(玄) 黄 

 

原 文 ･･･金厩 立而飼駒･･･ 

（巻 13-3327） 

読下文 ･･･西の厩
うまや

 立てて 

飼
か

ふ駒･･･ 

 

原 文 ･･･戀心自 白風･･･ 

（巻 10-2016） 

読下文 ･･･恋ふる心ゆ 秋風に･･･ 

  

 

原 文 金野乃 美草苅葺  

屋杼礼里之･･･（巻 1-7） 

読下文 秋の野の み草刈り葺
ふ

き 

宿
やど

れりし･･･ 

 

シリーズ「會津八一（続）」 

 

 

  
法隆寺 iセンター 上宮遺跡公園 



＜編集後記＞ 

新型コロナウィルスのワクチン接種が始まりました。これで収束して、ソムリエの会も制限なく活動できること

を期待しましょう。オンライン開催など新しい方法も組み合わせてニューノーマルでいきましょう。 

(広報 G)磯兼･風間･柏尾･梶尾･加藤･佳山･窪田･小林(誠)･雑賀･沢田･島田･中村･廣岡･二上･福岡･藤田･増田･松森･吉川 

 
奈良まほろばソムリエの会のホームページのご案内 http://stomo.jp 

皆さま。ホームページをご覧頂いているでしょうか。奈良まほろばソムリエの会のいろいろな情報が詰まって

います。「歳時記」は毎月の写真とコメントを書き綴っています。お知らせのページはこれからのこと、つれづ

れ日記は今まで行った催しが載っています。また新聞連載の記事、現在は「かるたで知るなら」が載っています。

今までの「百寺巡礼」なども。「ソムリエの風」のバックナンバーもすべて載っています。ぜひご覧下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 弾 桜の名所は数々あれど 

自宅から徒歩圏内ということも

あり、我が家の花見は郡山城跡と

決まっております。毎年、酒とお

重持参で楽しんでおりますが、昨

年に引き続き今年もちょこっと散

歩に終わっております。2020 年度

は中止となった「お城祭り」も開

催はされておりますが、夏までの

長期分散型となり、密となりそう

なイベントやパレードは計画され

ておりません。一般的には「お城

祭り」＝「桜祭り」と認識されて

いる方が多いと思いますが、もと

は石垣に使われている石仏や墓石

の供養に始まったものですから、

数か月に渡って開催される方が理

にかなっているのかも知れません。 

城内の桜はもちろんですが、個

人的には線路脇から見るしだれ桜

に魅了されております。因みにこ

ちらの近鉄特急は 3 月に廃車と

なっておりまして、子供の頃より

慣れ親しんだツートンカラーは、

もう見ることが出来なくなります。

2 両 1 編成だけでいいので、ぜひ

動態保存頂きたいものです。 

＊YouTube「奈良とびっきり観光

ガイド」は、これから検定を受け

る方にもご視聴いただける内容で

すので、今後ともよろしくお願い

致します。 （広報 G 佳山隆生）  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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特定非営利活動法人 奈良まほろばソムリエの会 

            事務所所在地：〒630-8217 奈良市橋本町 3-1 きらっ都･奈良（BONCHI） 

ホームページ：http://stomo.jp/ 

メールアドレス：info@stomo.jp 

つれづれ日記（ブログ）：http://nara-stomo.seesaa.net/   

 

 

 

シリーズ「奈良スケッチ紀行」～水彩画で巡る名所・旧跡～ 
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